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華
八
講
勧
進
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弥
勒
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抄
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東
大
寺
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鎌
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文
補
一
九
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解
説 

貞
慶
が
笠
置
寺
に
入
山
し
た
年
、
建
久
四
年
に
法
華
八
講
の
舞
装
束
の
勧
進
が
行
わ
れ
た
。 

 

貞
慶
入
山
の
頃
に
は
笠
置
寺
の
法
華
八
講
は
法
会
と
し
て
の
地
位
が
落
ち
、
そ
の
実
施
す
ら
困
難
に
な

っ
て
い
た
。
ま
た
実
施
を
し
て
も
そ
の
規
模
は
縮
小
さ
れ
大
衆
を
法
悦
の
境
地
に
入
れ
る
儀
式
も
な
く
な

っ
た
。
貞
慶
は
こ
の
弥
勒
の
霊
山
に
お
い
て
、
伊
勢
大
神
宮
の
力
を
借
り
、
仏
法
の
興
隆
を
願
い
、
法
華

八
講
を
十
六
人
の
僧
を
撰
ん
で
挙
行
し
た
い
、
と
こ
の
勧
進
状
で
述
べ
て
い
る
。 

 

原
文 

 

 

笠
置
寺
沙
門
貞
慶
奉
唱 

 

請
依
善
知
識
助
奉
為
伊
勢
大
神
宮
紹
隆
当
山
往
古
八
講
等
状 

右
当
山
者
海
内
之
名
区

め

い

く

壺
中
之
形
勝
也
草
創
之
奇
異
衆
所
知
識
石 

 

像
之
霊
応
不
須
復
説
仏
子
頃
年
以
來
竊
以
栖
息
見
聞
之
間
悲
喜
者 

多
矣
所
謂
春
秋
二
季
法
華
八
講
者
去
延
暦
十
三
年
南
都
龍
象
所
始 

行
也
法
電
早
震
世
称
第
三
伝
之
斉
会
恵
日
久
照
年
送
四
百
廻
之
夏 

暦
天
下
往
々
有
修
八
講
皆
其
餘
流
末
塵
而
已
然
而
眞
俗
威
儀
追
年 

冷
然
緇
素
來
会
合
期
殆
難
就
中
招
請
纔
四
口
問
答
及
重
伇
経
廻
空 

数
日
施
供
甚
軽
微
講
説
論
談
雖
有
経
古
之
名
幡
盖
舞
楽
巳
無
悦
目 

之
儀
曩
代
勝
躅
失
墜
在
近
豈
啻
吾
山
之
悲
嘆
殆
為
一
朝
之
瑕
瑾
者 

歟
又
都
鄙
浄
信
之
輩
如
法
写
経
之
者
荷
負
宝
輦
遥
挙
羊
腸
之
朝
雲 

瞻
礼
石
像
泣
契
鶏
足
之
春
日
鄭
重
之
儀
随
喜
銘
肝
既
而
古
今
奉
納 

無
隟
立
針
青
苔
空
対
香
華
永
絶
設
非
施
主
盍
致
供
養
加
之
一
乗
機 

縁
此
山
相
応
止
住
之
客
多
誦
妙
法
如
故
禅
海
上
人
者
諷
誦
薫
修
十 

二
万
三
千
部
自
筆
書
写
三
十
餘
部
上
古
異
域
未
聞
其
彙
有
法
而
不 

崇
有
師
而
不
用
盖
両
都
程
遠
四
隣
路
僻
之
故
歟
感
傷
之
餘
語
山
侶 

云
仏
子
心
有
一
願
欲
罷
不
能
可
謂
蟷
螂
還
車
之
類
也
一
山
法
命
随 

分
住
持
広
大
仏
恩
致
誠
報
謝
以
其
功
徳
奉
酬 

大
神
宮
之
冥
徳
借 

彼
威
力
祈
我
国
衆
生
発
菩
提
心
仍
或
紹
隆
四
百
才
之
講
会
或
建
立 

十
三
重
之
塔
婆
所
安
置
者
則
仏
舎
利
尒
許
粒
大
般
若
法
華
心
地
観 

等
三
部
大
乗
及
大
聖
文
殊
四
天
王
等
形
像
也
擬
之
霊
鷲
山
般
若
塔 
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矣
智
行
浄
侶
撰
十
六
口
身
心
潔
斉
満
一
七
日
如
法
清
浄
転
読
三
部 

於
開
講
者
就
彼
本
会
春
季
加
大
般
若
経
秋
季
副
心
地
観
経
講
読
称 

揚
問
答
决
択
恒
例
会
外
更
延
一
日
十
種
供
養
如
新
写
儀
抑
人
能
弘 

法
誰
非
其
人
法
能
利
人
何
過
此
法
乞
也
諸
徳
各
以
屓
贔
老
少
守
次 

差
定
其
頭
供
仏
施
僧
随
分
奉
仕
若
施
而
不
受
者
其
心
難
勇
若
受
而 

不
施
者
其
罪
難
謝
互
施
互
受
二
利
是
均
既
為
諸
所
之
傍
例
何
非
永 

代
之
秘
計
但
石
床
風
冷
洞
戸
煙
細
当
山
禅
房
清
虚
超
他
送
日
尚
難 

況
於
大
営
哉
然
者
少
僧
試
触
積
善
之
家
泣
乞
立
錐
之
地
以
其
地
利 

配
分
四
人
年
々
人
々
次
第
請
預
且
挙
本
物
且
加
私
力
守
彼
分
預
之 

前
後
令
其
巡
年
之
課
役
非
只
檀
度
之
浅
縁
必
為
種
智
之
勝
因
豈
謂 

一
会
之
紹
隆
半
是
満
山
之
依
怙
也
于
時
一
寺
諸
人
聞
而
伏
膺
嗚
呼 

阿
育
王
之
帰
仏
界
也
三
捨
一
閻
浮
之
地
末
田
底
之
弘
法
化
也
僅
残 

十
五
里
之
池
如
来
遺
教
付
属
有
奇
未
知
誰
人
方
助
此
事
仰
願
三
宝 

哀
愍
加
護
焉
仍
奉
唱
如
件
。 

 
 

建
久
七
年
十
二
月 

日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沙
門
貞
慶 

 

読
み
下
し
文 

内
容
は
難
し
い
が
敢
え
て
読
み
下
し
を
試
み
た
。
一
例
と
し
て
参
考
に
し
て
欲
し
い
。 

 

笠
置
寺
沙
門
貞
慶
唱
へ
奉
る 

 

善
知
識
（
高
い
徳
行
を
そ
な
え
た
人
々
）
の
助
け
に
依
り
伊
勢
大
神
宮
に
奉
ぜ
ん
が
為
、
当
山
往
古
（
昔
）
の

八
講
等
を
紹
隆
（
更
に
盛
ん
に
す
る
こ
と
）
せ
ん
と
請
う
の
状 

  

右
、
当
山
は
海
内
（
天
下
）
の
名
区
に
し
て
壺
中

こ
ち
ゅ
う

の
形
勝
（
注
一
）
也
。
草
創
の
奇
異
、
衆
の
知
識
と
す

る
所
に
し
て
石
像
の
霊
応
須
べ
か
ら
ず
復
説
せ
ず
。
仏
子
頃
年
（
近
年
）
以
来
窃
か
に
栖
息
す
る
を
以
て
見

聞
す
る
の
間
、
悲
喜
す
る
も
の
多
し
。 

 

所
謂
春
秋
二
季
法
華
八
講
は
、
去
る
延
暦
十
三
年
、
南
都
の
龍
象
（
す
ぐ
れ
た
仏
道
修
行
者
）
始
め
て
行
う

所
な
り
。
法
電
（
法
の
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
電
光
に
例
え
て
い
う
）
早
に
震
は
せ
、
世
に
第
三
伝
の
斎
会
と

称
す
。
恵
日
久
し
く
照
り
、
年
四
百
廻
の
夏
暦
（
こ
よ
み
）
を
送
る
（
注
二
）
。
天
下
に
往
々
（
し
ば
し
ば
）
八

講
を
修
す
る
こ
と
有
る
も
、
皆
其
れ
余
流
（
支
流
）
に
し
て
末
塵
（
一
番
末
）
な
る
の
み
。
然
う
し
て
眞
俗
（
僧

と
俗
人
）
の
威
儀
（
戒
律
上
の
細
か
な
作
法
）
年
を
追
い
て
冷
然
（
冷
や
や
か
な
さ
ま
）
な
り
。
緇
素
（
僧
侶
と
俗
人
）

来
会
し
期
を
合
せ
る
こ
と
殆
ど
難
し
。 

 

就
中
、
纔
に
四
口
を
招
請
し
て
問
答
重
伇
に
及
ぶ
も
、
経
廻
し
に
数
日
を
空
し
く
し
、
施
供
甚
だ
軽
微

な
り
。
講
説
論
談
、
継
古
の
名
は
有
る
と
雖
も
、
幡
盖
（
幡
蓋
か
、
仏
の
威
徳
を
表
す
荘
厳
具
）
舞
楽
已
に
無
く
、
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目
を
悦
ば
す
の
儀
、
曩
代
（
昔
の
）
の
勝
躅
（
優
れ
た
先
例
）
を
失
墜
す
。
近
く
に
在
り
て
は
、
豈あ

に

啻
に
吾
が

山
の
悲
嘆
、
殆
ど
一
朝
（
ひ
と
た
び
）
の
瑕
瑾
（
短
所
）
と
為
す
も
の
か
。
又
都
鄙
の
浄
信
（
清
ら
か
な
信
心
）

の
輩
、
如
法
写
経
の
者
、
荷
を
宝
輦
に
負
い
、
遥
か
に
羊
腸
（
曲
が
り
く
ね
っ
た
様
）
の
朝
雲
に
挙あ

が
り
て
石

像
を
瞻
礼
し
、
泣
き
て
鶏
足
の
春
日
（
注
三
）
を
契
る
。
鄭
重
の
儀
、
随
喜
肝
に
銘
ず
。 

 

既
に
し
て
古
今
の
奉
納
、
立
針
の
隟
も
無
し
。
青
苔
空
に
対そ

ろ

い
、
香
華
永
く
絶
う
。
設た

と

え
施
主
に
非
ず

も
盍
（
何
ぞ
）
供
養
を
致
さ
ざ
ら
ん
や
。 

 

之
に
加
う
る
に
一
乗
（
仏
の
悟
り
に
導
い
て
い
く
唯
一
の
手
段
）
の
機
縁
（
悟
り
を
開
く
き
っ
か
け
）
、
此
の
山
に

相
い
応
し
。
止
住
の
客
、
多
く
妙
法
（
法
華
経
）
を
誦
う
。
故
禅
海
上
人
の
如
く
は
諷
誦
十
二
万
三
千
部
を

薫
修
し
、
自
筆
に
て
三
十
余
部
を
書
写
す
（
注
四
）
。
上
古
、
異
域
に
も
未
だ
其
の
彙
を
聞
か
ず
。
法
有
り

て
も
崇
め
ず
、
師
有
り
て
も
用
い
ず
。
盖け

だ

し
両
都
（
京
都
、
奈
良
）
に
程
遠
く
、
四
隣
の
路
、
僻
（
遠
い
）
の

故
か
。 

 

感
傷
の
余
り
山
侶
に
語
り
て
云
わ
く
。「
仏
子
、
心
に
一
願
有
り
。

罷
し
り
ぞ
け

る
こ
と
を
欲
す
る
能
は
ず
。
蟷

螂
還
車
の
類
（
無
謀
で
身
の
程
を
わ
き
ま
え
な
い
事
の
例
え
）
と
謂
う
べ
き
や
。「
一
山
の
法
命
（
法
の
伝
統
）
随
分

（
分
に
従
い
）
に
住
持
（
世
に
安
住
し
て
仏
法
を
維
持
す
る
こ
と
）
し
、
広
大
な
る
仏
恩
に
報
謝
の
誠
を
致
し
、
其

の
功
徳
を
以
っ
て
大
神
宮
の
冥
徳
に
酬
い
奉
り
、
彼
の
威
力
を
借
り
我
が
国
衆
生
の
発
菩
提
心
を
祈
ら
ん
」

と
。 

 

仍
っ
て
或
い
は
四
百
歳
の
講
会
（
法
華
八
講
）
を
紹
隆
し
、
或
い
は
十
三
重
の
塔
婆
を
建
立
す
。
安
置
す

る
所
は
則
ち
仏
舎
利
許
粒
の
み
。
大
般
若
・
法
華
・
心
地
観
等
三
部
の
大
乗
、
大
聖
文
殊
・
四
天
王
等
の

形
像
に
及
び
、
之
を
霊
鷲
山
（
注
五
）
の
般
若
塔
に
擬
す
。 

 

智
行
（
智
識
と
徳
行
）
の
浄
侶
（
浄
い
僧
侶
）
十
六
口
（
人
）
を
撰
び
、
身
心
潔
斎
し
満
一
七
日
、
如
法
清
浄

に
し
三
部
を
転
読
す
。
開
講
に
於
い
て
は
彼
の
本
会
に
就
き
、
春
季
に
は
大
般
若
経
を
加
へ
秋
季
に
は
心

地
観
経
を
副
へ
、
講
読
し
て
問
答
を
称
揚
し
て
决
択
す
。
恒
例
の
会
の
外
、
更
に
一
日
を
延
べ
、
十
種
の

供
養
、
新
写
の
儀
の
如
く
す
。
抑
も
人
能
く
法
を
弘
む
、
誰
ぞ
其
の
人
に
非
ず
や
。
法
能
く
人
を
利
す
、

何
ぞ
此
の
法
に
過
ぎ
ん
や
。 

 
 

乞
う
也
。
諸
徳
（
高
僧
達
）
、
各
屓
贔
（
大
い
に
力
を
入
れ
る
こ
と
）
を
以
て
老
少
次
（
と
こ
ろ
）
を
守
り
、
其

の
頭
を
差
定
し
て
仏
施
を
供
し
、
僧
に
分
に
随
が
い
奉
仕
せ
ん
こ
と
を
。
若
し
施
し
て
受
け
ざ
る
は
其
の

心
勇
た
り
難
し
。
若
し
受
け
て
施
ざ
れ
ば
其
の
罪
謝
し
難
し
。
互
い
に
施
し
互
い
に
受
く
。
二
利
是
れ
均

し
き
は
、
既
に
諸
所
の
傍
例
（
し
き
た
り
）
と
為
す
。
何
ん
ぞ
永
代
の
秘
計
に
非
ず
や
。
但
し
石
床
に
風
冷

く
、
洞
戸
に
煙
細
し
。
当
山
禅
房
の
清
虚
な
る
こ
と
他
を
超
へ
、
日
を
送
る
こ
と
尚
難
し
。
況
や
大
い
な

る
営
に
於
い
て
お
や
。 

 

然
れ
ば
少
僧
（
愚
僧
）
、
試
み
に
積
善
（
善
行
を
積
み
重
ね
る
こ
と
）
の
家
に
触
れ
、
泣
き
て
立
錐
の
地
（
非
常

に
狭
い
土
地
）
を
乞
い
、
其
の
地
利
を
以
っ
て
四
人
に
配
分
す
。
年
々
人
々
に
、
次
第
（
次
々
に
）
に
預
（
金

品
等
を
預
け
る
）
を
請
い
、
且
つ
は
本
物
（
実
物
）
を
挙
げ
、
且
つ
は
私
力
を
加
え
、
彼
の
分
を
守
る
。
之
を

預
け
る
前
後
、
其
の
巡
年
の
課
役
と
せ
し
む
。
只
檀
度
（
布
施
を
行
う
こ
と
）
の
浅
縁
に
非
ず
し
て
、
必
ず
や
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種
智
（
全
て
の
法
を
知
る
仏
の
知
力
）
の
勝
因
（
優
れ
た
因
縁
）
と
為
す
も
の
か
。
豈
一
会
の
紹
隆
と
謂
う
も
、

半
ば
是
れ
満
山
の
依
怙
（
頼
り
と
す
る
も
の
）
也
。
時
に
一
寺
の
諸
人
聞
き
て
伏
膺
す
べ
し
。 

 

嗚
呼
阿
育
王
（
注
六
）
の
仏
界
に
帰
る
や
、
三
捨
一
閻
浮
の
地
、
末
田
底
（
注
七
）
の
弘
法
（
仏
法
を
広
め
る

こ
と
）
の
化
也
。
僅
か
に
十
五
里
の
池
を
残
す
の
み
。
如
来
の
遺
教
、
有
奇
に
付
属
す
。
未
だ
誰
人
か
を
知

ら
ず
し
て
、
方
に
此
の
事
を
助
く
。 

 

仰
ぎ
願
は
く
は
三
宝
哀
愍
し
、
加
護
さ
れ
ん
こ
と
を
。 

 

仍
っ
て
唱
え
奉
る
こ
と
件
の
如
し
。 

 
 

建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
十
二
月 

日 

注
一
「
壺
中
の
天
」
、
即
ち
俗
世
間
と
は
異
な
っ
た
別
天
地
。
後
漢
の
費
長
房
が
か
つ
て
市
の
役
人
を
し
て
い
た
と
き
、
薬

売
り
の
老
人
が
店
を
し
ま
う
と
、
店
先
に
掛
け
て
お
い
た
壺
の
中
に
跳
び
入
る
の
を
、
費
長
房
が
楼
上
か
ら
こ
れ
を

見
て
老
人
に
頼
み
込
ん
で
壺
の
中
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
中
に
は
立
派
な
建
物
が
建
ち
並
び
、
美
酒
佳
肴
が
一
杯
あ
っ

て
、
費
長
房
は
、
老
人
と
と
も
に
歓
を
尽
く
し
た
と
伝
え
る
『
後
漢
書
』「
方
術
伝
」
の
別
天
地
を
笠
置
寺
に
準
え
た

も
の
。 

 

注
二 

笠
置
寺
縁
起
に
「
第
五
十
代
桓
武
天
皇
御
宇
、
延
暦
十
三
年
甲
戌
、
南
都
之
先
徳
達
登
当
山
、
始
而
被
行
法
華 

 
 
 

八
講
云
々
。
当
寺
之
法
花
八
講
者
日
本
第
三
伝
之
八
講
也
、
法
華
八
講
之
事
、
最
初
延
暦
二
年
癸
亥 

岩
渕
山
於
勤
操 

 
 
 

僧
正
始
而
行
給
、
次
於
天
地
院
被
行
之
、
第
三
番
於
笠
置
寺
被
執
行
之
者
也
」
と
あ
る
。 

 
 
 

な
お
延
暦
十
三
年
（
七
九
三
年
）
か
ら
数
え
て
建
久
七
年
は
四
百
三
年
後
と
な
る
。 

注
三 

釈
迦
の
弟
子
迦
葉
は
釈
迦
の
指
示
に
よ
っ
て
弥
勒
が
こ
の
世
に
下
生
す
る
時
ま
で
釈
迦
の
伝
衣
を
保
管
し
て
鶏 

 
 
 

足
山
に
入
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
鶏
足
の
春
日
を
契
る
」
と
は
、
弥
勒
下
生
の
姿
を
表
し
て
い
る
笠
置
寺
の
弥
勒

像
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
弥
勒
下
生
を
待
つ
と
い
う
意
で
あ
る
。 

注
四 

禅
海
は
笠
置
寺
に
永
く
止
住
し
齢
八
十
八
歳
と
な
り
、
遷
化
が
近
づ
い
た
時
、
作
善
願
文
を
作
り
、
法
華
経 

 
 
 
 
 

二
万
部
を
弥
勒
霊
像
の
前
で
供
養
し
た
。
建
久
五
年
（
一
一
九
四
年
）
五
月
二
日
の
こ
と
で
あ
る
（
大
日
本
仏
教
全

書
一
一
八 

寺
誌
叢
書
第
二 

笠
置
寺
住
侶
作
善
願
文
）。 

注
五 

イ
ン
ド
、
マ
ガ
ダ
国
の
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
（
王
舎
城
）
に
あ
る
小
高
い
山
。
釈
迦
説
法
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ 

 
 
 

る
が
、
特
に
法
華
経
が
こ
こ
で
説
か
れ
た
と
す
る
。
笠
置
寺
縁
起
に
「
山
者
非
此
土
之
地
、
耆
闍
崛
山
（
霊
鷲 

 
 
 

山
）
之
霊
峯
欠
落
来
現
、
補
処
弥
勒
慈
尊
胎
蔵
界
之
峯
也
」
と
あ
る
） 

注
六 

イ
ン
ド
の
国
王
。
も
と
も
と
暴
君
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
仏
教
に
帰
依
し
て
仏
教
の
守
護
者
と
な
っ
た
。 

注
七 

北
天
竺
の
一
寺
に
身
の
丈
十
余
丈
の
弥
勒
像
あ
り
。
末
田
底
迦
大
阿
羅
漢
が
神
通
力
を
も
っ
て
兜
率
天
に
上
っ 

 
 
 

て
、
目
の
当
た
り
弥
勒
を
見
奉
っ
て
造
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
今
昔
物
語
卷
四
） 

 


